
調整池容量計算の解説
～検討フローとExcel操作～
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特定都市河川流域に指定されると
• 雨水浸透阻害行為とは、特定都市河川流域に

指定された地域において、田畑などの締め固めら
れていない土地に、建物を建てたり、駐車場などに
したりする行為を指します。

• 特定都市河川流域に指定されると、基本的には
その指定翌日から、雨水浸透阻害行為に対して
許可することが必要になります。

流出量 小
(＝許容放流量)

雨水浸透阻害行為前 雨水浸透阻害行為後
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「雨水浸透阻害行為」とは

流出量 大

注1） 許可事務の開始は、流域水害対策計画
の策定の有無とは関係ありません。（流域
水害対策計画が策定されていなくても、許
可事務は必要。）

注2） 流域指定の告示において、雨水浸透阻害
行為の規定時期を示す事例もあります。



雨水浸透阻害行為の許可の際に
守るべきこと① • 雨水浸透阻害行為の許可をもらうためには、

「雨水浸透阻害行為後の流出量
を、雨水浸透阻害行為前の流出
量以下に抑えること」が求められます。

• 雨水浸透阻害行為前の流出量を「許容放流量」
といいます。

流出量 小
(＝許容放流量)

雨水浸透阻害行為前 雨水浸透阻害行為後

阻害行為後の流出量を、阻害行為前
の流出量以下に抑える
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「許容放流量」とは

流出量 大



雨水浸透阻害行為の許可の際に
守るべきこと② • 雨水浸透阻害行為後の流出量を、雨水浸透阻

害行為前の流出量以下に抑えるために、雨水
を貯めたり浸透させて流出量を抑
制するための「雨水貯留浸透施
設」を設置しなくてはなりません。

• この条件を満たす雨水貯留浸透施設を設計する
ためのツールが、「調整池容量計算システム」です。

流出量 小
(＝許容放流量)

雨水浸透阻害行為前 雨水浸透阻害行為後

阻害行為後の流出量を、阻害行為前
の流出量以下に抑える
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「雨水貯留浸透施設」とは

流出量 小
(＝許容放流量)

守らなくてはならないことはこの２点です。
雨水貯留浸透施設
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調整池容量計算の
解説

●参照URL（国土交通省ホームページ）
https://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/kasen/chouseichi/index.html



流出係数の設定

流出計算（許容放流量の設定）

浸透能力の設定

調整池容量の概算

調節計算（自然調節方式）

調節計算（２段）

調節計算（ポンプ）

※該当シート：「浸透係数算出」

・行為前・行為後の面積の設定
・行為前・行為後の流出係数の設定

※該当シート：「降雨強度」「流入量定義」「01流出計算」

・対象降雨の設定、流出計算の実施
または

・行為後流入量の設定
↓

・許容放流量の設定

※該当シート：「浸透施設能力」「浸透施設_比浸透量」

・浸透計算手法の選択
・浸透施設なし
・浸透施設あり
・浸透施設あり（道路管理者用）

※該当シート：「02流出計算」「03調整池容量の概算」

・浸透計算の実施、流出計算の実施
・調整池高の設定
・調整池概算容量の算出

※該当シート：「04-①調節計算（自然調節方式）」

※該当シート：「04-②調節計算（2段）」

※該当シート：「04-③調節計算（ポンプ）」

・水深/容量(H-V)データの設定
・放流口形状・諸元の設定
・調整計算の実施

☞雨水浸透阻害行為の許可基準に対する評価

・水深/容量(H-V)データの設定
・許容放流量(上段・下段）の設定
・放流口形状・諸元（上段・下段）の設定
・調整計算の実施

☞雨水浸透阻害行為の許可基準に対する評価

・水深/容量(H-V)データの設定
・水深/ポンプ規模（H-Q）データの設定
・調整計算の実施

☞雨水浸透阻害行為の許可基準に対する評価

調整池容量計算システムの全体像

• 調整池容量計算システムは、前半の「概略
計算」シートと、後半の「詳細計算」
シートがあります。

• 「概略計算」はいずれの施設に対しても実施する必
要があります。

• 「概略計算」は、以下の順番に進め、それぞれの
シートを使用します。
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概略計算と詳細計算

Step1:概略計算 Step2:詳細計算

いずれの施設に対しても
実施する検討部分

施設の放流形式によりいず
れかを選択して検討する部分

• 「流出係数算出」
• 「降雨強度」
• 「01流出計算（Q-Tグラフ）」
• 「浸透施設能力」 ※浸透施設がある場合
• 「02流出計算（QT-Sグラフ）」
• 「03-①調整池容量の概算」

「流入量定義」シートは、調整池への流入量を別途設定
する場合に利用します（雨水浸透阻害行為では使用し
ません。）



Step1 概略計算
どれだけ土地利用を変えたか • 「流出係数」は、降雨が流域からどれだけ流出する

かを示す無次元の係数です。

7

「流出係数算出」シート

行為前 行為後

0.200 0.900

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面積

（ha）

行為後面積

（ha）

－ 1.0000 1.0000

宅地 0.90

池沼 1.00

水路 1.00

ため池 1.00

道路(法面を有しないもの） 0.90

道路（法面を有するもの）

鉄道線路（法面を有しないもの） 0.90

鉄道線路（法面を有するもの）

飛行場（法面を有しないもの） 0.90

飛行場（法面を有するもの）

太陽光パネル 0.90 1.0000

不浸透性材料により舗装された土地（法

面を除く）
0.95

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための排水施
設を伴うものに限る）

0.50

運動場その他これに類する施設（雨水を

排除するための排水施設を伴うものに限
る）

0.80

ローラーその他これに類する建設機械を
用いて締め固められた土地

0.50

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた法面 0.40

林地、耕地、原野その他ローラーその他
これに類する建設機械を用いて締め固め

られていない土地

0.20 1.0000

計

流出係数算定結果
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例えば、
流出係数＝0.2 流出係数＝0.8

降った雨の20％が
流出することを意味します

降った雨の80％が
流出することを意味します

雨水浸透阻害行為前
雨水浸透阻害行為後

ガイドライン p6-13

●面積算定のイメージ



Step1 概略計算
どんな雨が対象なのか • 雨水浸透阻害降雨の対象降雨を入力します。

• 都道府県知事等が公示する基準降雨は、確率
年を 10 年、降雨波形を中央集中型、洪水到
達時間を 10 分、降雨継続時間を 24 時間とし、
既存の降雨観測記録から降雨継続時間と降雨
強度の関係について統計処理して適切に設定す
ることを標準としています。
⇒ 都道府県ごとに決まっています。
（入力するだけです）
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「降雨強度」シート

雨水浸透阻害行為
では使用しません

雨水浸透阻害行為で使用します



Step1 概略計算
流出量を算出

• 流出係数と基準降雨が決まったので、行為区域
からの流出量が計算されます。

① 雨水浸透阻害行為の面積を入力
② 「流出係数」ボタンを押す

→「流出係数算出」シートの結果を反映
③ 「計算実行」ボタンを押す

• 雨水浸透阻害行為前の流出量の最大値が、
「許容放流量」になります。
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「01流出計算(Q-Tグラフ)」シート

①行為面積を入力

雨水浸透阻害行為
では使用しません

②ボタンを押す

③ボタンを押す

雨水浸透阻害行為前
(最大値が許容放流量)
雨水浸透阻害行為後

土地利用×降雨
＝流出量



Step1 概略計算
浸透施設を設置する場合 • 流出抑制対策として浸透施設の設置を予定して

いる場合に使用するシートです。
• 浸透施設を考慮すると、行為後の流出量が軽減

されます。

• 「浸透マス」「浸透トレンチ」「透水性舗装」「その
他」の種別に設置数量を入力してください。

• 浸透施設の計上で決まる比浸透量（どの程度の
水を浸透させる能力をもつ施設なのか）は、「比
浸透量」シートで算定できます。また、浸透施設ご
とに空隙貯留分を設定してください。

• 飽和透水係数は、「単位」を選択してください。
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「浸透施設能力」シート

浸透マス 透水性舗装 その他 浸透マス 透水性舗装 その他

0.00 0 .00 0.00 0 .00 ｍ3/ｈｒ 0 .000 0 .000 0 .000

0 .00000 ｍ3/s

（開発エリア全体に対する全浸透施設の浸透強度: 0 mm/hr)

条件設定 条件設定
ます部

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.00 0.90 0.90 1.00 1

2 0.00 0.90 0.90 1.00 2

3 0.00 0.90 0.90 1.00 3

4 0.00 0.90 0.90 1.00 4

5 0.00 0.90 0.90 1.00 5

6 0.00 0.90 0.90 1.00 6

7 0.00 0.90 0.90 1.00 7

8 0.00 0.90 0.90 1.00 8

9 0.00 0.90 0.90 1.00 9

10 0.00 0.90 0.90 1.00 10

浸透管部

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.00 0.90 0.90 1.00 1

2 0.00 0.90 0.90 1.00 2

3 0.00 0.90 0.90 1.00 3

4 0.00 0.90 0.90 1.00 4

5 0.00 0.90 0.90 1.00 5

6 0.00 0.90 0.90 1.00 6

7 0.00 0.90 0.90 1.00 7

8 0.00 0.90 0.90 1.00 8

9 0.00 0.90 0.90 1.00 9

10 0.00 0.90 0.90 1.00 10

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.00 0.90 0.90 1.00 1

2 0.00 0.90 0.90 1.00 2

3 0.00 0.90 0.90 1.00 3

4 0.00 0.90 0.90 1.00 4

5 0.00 0.90 0.90 1.00 5

6 0.00 0.90 0.90 1.00 6

7 0.00 0.90 0.90 1.00 7

8 0.00 0.90 0.90 1.00 8

9 0.00 0.90 0.90 1.00 9

10 0.00 0.90 0.90 1.00 10

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.00 0.90 0.90 1

2 0.00 0.90 0.90 2

3 0.00 0.90 0.90 3

4 0.00 0.90 0.90 4

5 0.00 0.90 0.90 5

6 0.00 0.90 0.90 6

7 0.00 0.90 0.90 7

8 0.00 0.90 0.90 8

9 0.00 0.90 0.90 9

10 0.00 0.90 0.90 10

空隙率
（％）飽和透水係数

飽和透水係数
（m/hr）

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/単位）
設置数量
（単位）

影響係数
体積

（ｍ3）

空隙率
（％）飽和透水係数

飽和透水係数
（m/hr）

影響係数

【その他】
1単位あたり

【透水性塗装】

1m 2あたり

体積

（ｍ3）

設置数量
（㎡）

砕石部

飽和透水係数
飽和透水係数
（m/hr）

体積

（ｍ3）

空隙率
（％）

影響係数

体積

（ｍ3）

【浸透トレンチ】
1mあたり

0.00 0 .000

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/個）
設置数量
（個）

影響係数
【浸透マス】
1個あたり

砕石部

飽和透水係数
飽和透水係数
（m/hr）

体積

（ｍ3）

空隙率
（％）

体積

（ｍ3）

浸透施設能力算定結果 空隙貯留量算定結果
浸透トレンチ 浸透施設能力算定結果 浸透トレンチ

【浸透マス】
比浸透量（㎡）

【浸透トレンチ】
単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/m）

設置数量
（ｍ）

【その他】
比浸透量（㎡）

【透水性舗装】

比浸透量（㎡）

比浸透量（㎡）

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/㎡）

+ ＝＝
＝

+ + ++

ガイドライン p6-40



Step1 概略計算
浸透施設を考慮した流出量 • 浸透施設を設置するか/しないかを選択してくださ

い。「浸透施設あり」にすると、「浸透施設能力」
シートの内容を反映させて、行為後の流出量を
算出します。

• 浸透施設を設置しない場合でも、「計算実行/
再設定」ボタンを押してください。
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「02流出計算(QT-Sグラフ)」シート

浸透施設なしの場合
浸透施設ありの場合

ボタンを押す



Step1 概略計算
調整池の概算容量計算 • 詳細設計をするために、単位行為面積あたりの必

要容量とオリフィスの計上を概算します。
• 入力する条件は「調整池高」のみです。調整池高

は排水先の高さとの関係などから、概略で設定し
ます。
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「03-①調整池容量の概算」シート

水位が低い時 水位が高い時
調整池

オリフィス

調整池

オリフィス
Q1 Q2

この状態の時のQ2が
許容放流量以下になる必要がある

調
整
池
高

• 調整池容量計算システムでは、調整池内の水
位に応じてオリフィスからの放流量を算出していま
す。【厳密計算】

①概略の調整池高を入力

②ボタンを押す

③この概算結果をもとに
以降に詳細設計します

注1） 必要容量の単位は「m3/ha」なので、この値に
行為面積を掛けてください。

注2) 許容放流量以下とするための円管のオリフィス径
が参考値として示されます。実際のオリフィスの形
状などは「詳細計算」で設定します。



Step2 詳細計算
設計する施設の判定 • 実際に設置する調整池とオリフィスの

形状を入力し、許可基準を満たして
いるかを判定します。

• トライ＆エラーを繰り返しながら、「総
合評価」がOKとなる形状を設定して
下さい。

• 最後に、「許可申請図書の作成」を
押すと、必要なデータが保存されます。
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「04-①調節計算（自然調節方式）」シート

①調整池の形状

③計算実行

②オリフィスの形状

④判定結果

⑤申請図書作成



Step2 詳細計算
「総合評価」以外の判定結果の見方

• 「総合評価」でOKとなるためには、「放流量評価」と
「池容量評価」の両方がOKにならないといけません。

• 「放流量評価」がNGの場合、オリフィスが大きすぎて許
容放流量以下になっていないので、オリフィスを小さくし
てください。

• 「池容量評価」がNGの場合は、調整池が小さくオー
バーフローしているので、池の大きさを大きくしてください。

※「30m3増分OK」の場合は、費用の一部負担や固
定資産税の減免などの措置の対象となります。
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「04-①調節計算（自然調節方式）」シート
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例えば、コンビニ開発



概略計算
「04-①調節計算（自然調節方式）」シート
【基本条件】
• コンビニエンスストアの行為面積：1000m2

• 行為前流出係数：0.2
• 行為後流出係数：0.9
• 降雨強度：知事告示の基準降雨

【概略計算】
• 調整池高：1.5m（土被0.5m）
• 必要容量：420m3/ha×0.1ha＝42m3

【概算費用】
• 地下プラスチック貯留施設単価：50000円/m3

• 概算費用：210万円
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調整池容量計算システム

雨水浸透阻害行為面積：1000m2

地下貯

調整池容量：42m3

調整池高：1.5m
調整池面積：28m2

下水に接続(自然排水)


